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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転する圧縮機を担持する圧縮機シャフトの振動を軽減するための軸受装置であって、
前記シャフトを支持するための第１のジャーナル軸受と、前記シャフトに加わるモーメン
トおよび振動方向に対抗する付加減衰を発生させるための、前記第１のジャーナル軸受か
らアウトボード側に離間する第２のジャーナル軸受とを備え；
　前記第１のジャーナル軸受および第２のジャーナル軸受は、流体静圧軸受または流体動
圧軸受であり、前記シャフトの同じ端部に設置された；
　軸受装置。
【請求項２】
　回転する圧縮機を担持する圧縮機シャフトの振動を軽減するための軸受装置であって、
前記回転する圧縮機の各端部で前記シャフトを支持するための一対の第１のジャーナル軸
受と、前記シャフトに加わるモーメントおよび振動方向に対抗する付加減衰を発生させる
ための、前記第１のジャーナル軸受からアウトボード側に離間する一対の第２のジャーナ
ル軸受とを備え；
　前記一対の第１のジャーナル軸受および前記一対の第２のジャーナル軸受は、流体静圧
軸受または流体動圧軸受であり；
　前記一対の第１のジャーナル軸受の一つと前記一対の第２のジャーナル軸受の一つとが
、前記シャフトの同じ端部に設置された；
　軸受装置。
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【請求項３】
　前記第２のジャーナル軸受は、前記第１のジャーナル軸受の芯出しをした後に調節可能
である；
　請求項１または請求項２に記載の軸受装置。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　圧縮機または他の回転機械の性能を向上させるために、前記機械の回転要素を支持する
シャフトを長くしたいことがよくある。長さを長くするにしたがって、振動が生ずるクリ
ティカル回転周波数は下がる。振動は、端部がそれぞれ軸受で支持されたシャフトの両端
部間で自然に生じる垂るみに関連している。シャフトの中心近くに軸受を追加して配置す
ることが考えられてきているが、これには大きな欠点がある。機械全体を分解せずに軸受
までアクセスすることが不可能ではないにしても、それは大変に困難である。一提案は、
米国特許第４，１４１，６０４号で説明されているように、シャフトの両端部間の中央点
近くに磁気軸受を用いることである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　本発明の目的は、アクセスできない軸受を追加することなく、回転シャフトの振動を減
衰させ、クリティカル周波数を上昇させることである。
【課題を解決するための手段】
【０００３】
[発明の概要]
　要約すると、本発明によれば、振動を軽減するための軸受装置を有するジャーナルシャ
フトを備えた回転機械が提供される。この軸受装置は、シャフトを支持するための第１の
ジャーナル軸受と、第１の軸受からアウトボード側へ離れて配置され、シャフトへ加わる
モーメントおよび振動方向に対抗する付加減衰を発生させるための第２のジャーナル軸受
とを備える。第２のジャーナル軸受は、第１のジャーナル軸受の芯出しをした後に調節可
能である。第１および第２のジャーナル軸受は流体静圧軸受または流体動圧軸受である。
【０００４】
　本発明の一実施の形態によれば、アウトボード側の軸受装置は、回転する圧縮機を担持
する圧縮機シャフトの振動を軽減する。アウトボード側の軸受装置は、回転する圧縮機の
両端部でシャフトを支持するための一対の第１のジャーナル軸受と、シャフトに加わるモ
ーメントおよび振動方向に対抗する付加減衰を発生させるための、第１のジャーナル軸受
からアウトボード側に離間した一対の第２のジャーナル軸受とを備える。第２のジャーナ
ル軸受は圧縮機シャフトの両端部で使用しても、一端部だけで使用してもよい。
【０００５】
　更なる特徴、他の目的、および利点は、図面を参照する以下の詳細な説明から明らかと
なろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　図１は、シャフトの両端部にジャーナル軸受を有する圧縮機を断面で示す概要図である
。圧縮機ボディ１０は各端部に軸受支持部１１、１２を有する。軸受支持部はそれぞれ、
一対の離間したジャーナル軸受１３、１４、１５、１６を保持する。これらジャーナル軸
受はシャフト１７を支持する。図面に示すように、ジャーナル軸受１３および１４はシャ
フトの被駆動端部を支持する。シャフトは、自然に生じる静的な撓み（垂るみ）を持って
おり、シャフトが回転するとき、この撓みにより、振れ回りと自励振動が生じる。シャフ
トの撓みにより、内側軸受１４および１５が全静荷重を支える。外側軸受１３および１６
は、ある回転速度および流体力（正味下向きの）を得られた後にだけ作用し始める。外側
軸受のクリアランスの設定は、シャフトの芯出しをし、内側軸受に対してクリアランスを
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設定した後に行う。外側軸受は振動を減衰させるとともに、１次クリティカル周波数が生
ずる回転速度を上昇させる。
【０００７】
　４軸受装置の試験を実施し、その外側軸受を取り外した同じ装置と比較した。それぞれ
の場合で、内側軸受と外側軸受との軸受間間隔を同一とし、シャフト直径を一定とした。
非接触プローブを用いて、鉛直および水平方向のシャフトの動き量を検出した。プローブ
は軸受のインボード側に取り付けた。内側軸受間距離を約１９．５インチ(約４９５ｍｍ)
とした。端部それぞれにおける内側軸受と外側軸受との間の距離を略６インチ(約１５２
ｍｍ)とした。各プローブ位置および各条件（２軸受対４軸受）での振動対回転速度のデ
ータを、図２(Ａ)乃至図２(Ｄ)および図３(Ａ)乃至図３(Ｄ)に記載する。また、データを
以下の表１に要約する。
【０００８】
【表１】

【０００９】
　この４軸受装置は、長いローターシャフトに対して、クリティカル回転速度／ローター
剛性が２７％まで改善され高められた代替のダンパ軸受装置である。振動プロット（図２
(Ａ)乃至図２(Ｄ）およよび図３(Ａ)乃至図３(Ｄ）を見てみると、４軸受装置のクリティ
カル回転速度を通る幅広い応答と、２軸受装置の鋭い応答との対比が示されている。
【００１０】
　細部、特に特許法が要求する詳細に亘って本発明を定義してきたが、特許証による保護
を望む内容を、別途、請求項で述べている。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、シャフト軸受を有する回転機械を断面で示す概要図である。
【図２】図２(Ａ)乃至図２(Ｄ)は、本発明による４軸受系に関する回転速度対振動のチャ
ートである。
【図３】図３(Ａ）乃至図３(Ｄ)は、比較のための、２軸受系に関する回転速度対振動の
チャートである。
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